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平成 27年 9月 25 日(金) 
報道各位 

株式会社エフエムあやべ 
 

秋の番組改編のご案内 
 日頃、弊社の放送に対し格別のご配慮、ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 
さて、エフエムあやべでは、市民の方にパーソナリティ体験をしていただく『市民パー
ソナリティ登場！いかる倶楽部』の第33期市民パーソナリティを募集しておりました
が、新たに4組の市民から応募を頂きました。10月からこれまでの19組にあわせて計23
組が放送をすることになりましたのでご案内申し上げます。 
 また、10月から始まる新番組の案内も合わせて概要をお知らせしますので、貴紙で
のお取り計らいいただければ幸いです。 
 なお、取材、撮影なども賜りますので、お気軽にご連絡ください。 
 

記 
 
第３３期 新市民パーソナリティの番組内容 
福田健一さん…地域ヒーロー「太陽光戦士サンライガー」としてイベントに多数出演。 
       キャラクターのコンセプトであるエコをテーマに放送します。 
 
櫛田寒平さん…Iターンで綾部に移住したアーティスト。番組で生演奏をするほか、 
       自分の田舎暮らしの体験や農業のことを放送します。 
 
穂満温巳さん・白数知香さん・尾松一喜さん（成美大学3回生） 

…大学生から見た京都北部の地域資源を発信します。 
 
井野鈴子さん…司会業の傍ら、趣味の朗読を活かした民話の番組を放送します。 

 
【番組概要】 
・番組名：市民パーソナリティ登場！いかる倶楽部 

・放送時間：９時３０分から１２時３０分まで（毎週土曜日） 

・研修日：2015年9月26日（土）10:00-12:00  

 ※撮影・市民パーソナリティへの取材も可能です。 
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市民パーソナリティ制度について 
市民パーソナリティ制度は、気軽にラジオ番組のＤＪ体験をしていただくため、ＦＭい
かる開局1年後の平成11年4月から始めました。当初は10人（組）の市民パーソナリテ
ィが平日夕方の隔週で放送をしていましたが、平成15年4月から土曜日の朝に放送を行
っています。それぞれの市民パーソナリティが自由に番組を構成し送り手側としての放
送を楽しみながら、工夫を凝らした番組をお送りしています。募集は半年ごとに行って
います。 
 
 
 
 
新番組 
【宮崎先生！教えて快眠ライフ】 
・	
 番組名：宮崎先生！教えて快眠ライフ  
・	
 放送期間：平成 27 年 10 月～平成 27 年 12 月（全 13 回） 
・	
 放送時間：木曜日 13:00 から 5分間 
      （再放送）金曜日 8:15 から５分間 
      （再放送）火曜日 16:30 から５分間 
※1回から6回の放送までは収録済。次回10月末に7回から13回放送分を収録予定。 
 
番組内容 
寝つきが悪い、朝早く目が覚める、いびきをかくなど 3 人に 1 人が睡眠に関わる問題
を抱えていると言われています。滋賀医科大学睡眠学講座特任教授 宮崎総一郎さんが
睡眠のメカニズムや食生活との関係など、市民に関心のあるテーマ「睡眠」を分かりや
すく紹介します。また放送後、YouTube に音声をアップロードします。 
 
宮崎聡一郎教授の紹介 
1979 年 秋田大学医学部卒業。1985 年 秋田大学大学院修了。医学博士。 
現在、国立大学法人滋賀医科大学睡眠学講座特任教授。2005 年から、経済産業省の支
援を受けた「眠りの森」事業を産学共同で行い、社会への睡眠知識の普及をおこなって
いるほか、各地域にて睡眠教育の講演をおこない睡眠に対する啓発に努めている。 
日本睡眠学会理事、日本睡眠教育機構理事長、放送大学客員教授、著書として「睡眠の
トリビア」「伸びる子どもの睡眠学」「快眠家族のすすめ」「病気の原因は「眠りにあっ
た」などがある。 
  


